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纂醐b
教官（京都大学大気圏物理学大講座）の公募

　このたび，当研究室では下記の要領で『助手』を広

く募集することに致しました．ふるってご応募くださ

い
．

　　　　京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻

　　　　　　大気圏物理学大講座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣田　勇

　　　　　　　　　　　　記

職種・人員：大気圏物理学大講座（気象学講座所属）

　　　　　助手　1名

専門分野：気象力学およびその関連分野

　　　　　　（観測，データ解析，理論，数値実験等の

　　　　　いずれでもよい）

応募資格：博士の学位を有する者，または平成12年3

　　　　　月末までに取得見込みの者

着任時期：今年度中で，決定後できるだけ早い時期

応募書類：

　（1）履歴書

　（2）研究業績目録（査読あり原著論文，査読なし論文，

　　著書，その他に区分）

　（3）主要原著論文の別刷またはコピー（3編以内）

　（4）これまでの研究成果とその自己評価（r番重要な

　　成果を中心に2，000字程度）

　（5）今後の研究・教育の計画と抱負（2，000字程度）・

　（6）小論文（2，000字程度）：

　　テーマ「これからの気象学におけるコンピュータ

　　の役割：応募者自身のコンピュータ関連技術・経

　　験に基づく提言」

応募締め切り：1999年11月1日（月）必着

　　　　　封筒の表に「教官公募関係」と明示し，簡

　　　　　易書留にて郵送すること

選考方法：書類審査の上，必要に応じてセミナー形式

　　　　　の面接を行なうことがある

書類の送付及び問い合わせ先：

　〒606－8502　京都市左京区北白川追分町

　　　　京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻

　　　　地球物理学教室

　　　　廣田　勇

　　　　Tel：（075）753－3931（ダイアル・イン）

　　　　e－mai1：hirota＠kugi．kyoto－u．ac．jp
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